
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

「薫
物
黒
方
、
秘
方
」

序

「薫
物
黒
方
秘
方
(
た
き
も
の
く
ろ
ほ
う
ひ
ほ
う
)
」

一
冊
は
、
韓

法
輪
三
僚
家
に
ゆ
か
り
と
さ
れ
る
薫
物
の
処
方
や
調
合
の
説
の
類
纂

で
、
江
戸
時
代
以
前
に
宮
中
に
傍
来
し
、
現
在
は
宮
内
庁
書
陵
部
に

御
所
本
と
し
て
収
蔵
さ
れ
る
。
内
容
や
、
書
中
に
惇
わ
る
来
歴
に
よ

れ
ば
、
本
書
は
、
室
町
中
期
の
縛
法
輪
三
一
保
家
首
主
龍
淘
院
三
候
公

敦
が
、
家
停
の
薫
物
の
書
で
、
「
薫
物
故
書
」
な
ど
の
書
目
で
惇
わ
る

典
籍
を
も
と
に
、
天
皇
や
武
家
の
有
力
者
に
相
侍
し
た
際
の
副
本
、

な
ら
び
に
公
敦
後
喬
が
そ
の
他
の
口
俸
や
故
賓
を
増
補
し
た
本
の
寝

し
と
推
察
さ
れ
る
。

龍
朔
院
三
候
公
敦
は
、
後
土
御
門
院
政
期
の
有
力
な
官
人
の
一
人

と
し
て
知
ら
れ
る
。
三
候
家
は
、
九
候
右
大
臣
藤
原
師
輔
九
男
閑
院

公
季
流
の
嫡
流
で
、
堀
河
、
鳥
羽
、
崇
徳
、
近
衛
、
後
白
河
朝
に
仕

え
た
従
一
位
太
政
大
臣
賞
行
を
祖
と
す
る
清
華
家
の
家
柄
で
あ
る
。

翻
刻

田

圭

子

中

寛
正
六
(
一
四
六
五
)
年
、
後
土
御
門
天
皇
御
即
位
の
年
に
、
公
敦

は
二
十
七
歳
で
正
二
位
に
叙
さ
れ
、
翌
年
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将

に
任
じ
た
。
文
明
五
(
一
四
七
三
)
年
、
三
十
五
歳
の
時
、
権
大
納

言
と
右
大
将
の
辞
退
を
願
う
も
許
さ
れ
ず
、
文
明
七
(
一
四
七
五
)

年
、
左
大
将
に
蒋
じ
、
翌
文
明
八
(
一
四
七
六
)
年
、
内
大
臣
に
任

じ
、
文
明
九
(
一
四
七
七
)
年
、
三
十
九
歳
で
従
一
位
に
昇
る
。
後

土
御
門
天
皇
は
、
公
敦
に
篤
い
ご
信
望
を
お
寄
せ
で
あ

っ
た
と
察
せ

ら
れ
る
が
、
右
大
臣
に
任
じ
た
文
明
十

一
(
一

四
七
九
)
年
四
月
、

公
敦
は
周
防
に
下
向
し
て
二
度
と
都
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

下
向
の
主
た
る
理
由
は
、

『
長
輿
宿
禰
記
」
文
明
十

一
(
一

四
七

九
)
年
四
月
十
九
日
僚
に
記
載
の
、
磨
仁
の
乱
後
の
家
領
違
乱
に
よ

る
困
窮
で
あ
り
、
そ
の
下
向
を
早
め
た
要
因
と
し
て
、
右
大
臣
任
官

(l
)
 

を
巡
る
「
公
家
間
の
葛
藤
」
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
戦
乱
に

よ
る
困
窮
を
理
由
に
地
方
へ
下
向
し
た
多
く
の
貴
族
達
が
、
各
地
の

有
力
武
士
に
対
し
て
、
中
央
の
文
化
、
文
妻
、
撃
聞
を
提
供
す
る
こ
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と
に
よ
り
、
庇
護
者
へ
の
報
恩
と
自
身
の
尊
厳
の
維
持
を
園
っ
て
い

(2
)
 

た
。
公
敦
も
ま
た
、
周
防
守
護
大
内
政
弘
と
の
和
歌
の
贈
答
や
和
歌
、

連
歌
の
催
し
へ
の
参
画
、
政
弘
へ
の
和
歌
指
南
、
大
内
家
へ
の
贈
与

を
目
的
と
し
た
古
典
籍
書
潟
と
い
っ
た
文
萎
活
動
に
力
を
童
く
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

三
一
俊
家
で
南
北
朝
期
以
降
の
類
纂
と
停
わ
る

「薫
物
故
書
(
た
き

も
の
こ
し
巧
一
」
の
内
容
と
、
同
家
の
歴
代
昔
、
王
に
よ
る
薫
物
相
俸
の

史
賓
、
惇
承
つ
い
て
は
、
既
出
の
拙
稿
で
詳
し
く
紹
介
し
た
こ
と
が

(
4
)
 

あ
っ
た
。
三
候
家
の
薫
物
に
ま
つ
わ
る
停
承
は
、
貞
享
五
(
一
六
八

(
5
)
 

八
)
年
刊
行
の
版
本

「御
薫
物
相
惇
」
に
掲
載
さ
れ
て
一
般
に
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
近
代
以
降
の
時
代
に
お
い
て
も
、
明
治
期

に
京
都
の
鳩
居
堂
が
コ
一
候
家
か
ら
処
方
を
相
侍
し
て
調
合
、
販
売
し

た
薫
物
の
由
緒
は
、
鳩
居
堂
庖
主
熊
谷
直
行
筆
「
献
家
停
薫
香
表
」

明
治
十
二
(
一
八
七
九
)
年
十
二
月
十
五
日
付
け
政
文
に
記
載
さ
れ
、

今
日
も
康
報
の
篤
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
道
の
好
事
家
を
中
心
に
、

慶
く
知
ら
れ
て
い
る
。

右
の
政
文
に
よ
れ
ば
、
鳩
居
堂
熊
谷
直
行
は
、
時
の
太
政
大
臣
三

候
{
貫
美
か
ら
直
々
に
薫
物
相
俸
を
賜
り
、
「
調
香
秘
方
」
な
ど
複
数
の

秘
停
書
の
寓
し
を
譲
ら
れ
た
。
以
後
の
鳩
居
堂
に
よ
る
薫
物
調
合
は

こ
れ
ら
の
典
籍
に
記
さ
れ
た
方
や
説
の
数
々
に
基
づ
く
。
賞
美
が
書

官
局
に
用
い
た
底
本
の
行
方
は
管
見
に
明
ら
か
で
な
い
。
貞
享
版
本

「
御
薫
物
相
停
」
と
「
調
香
秘
方
」
と
は
、
前
述
の
俸
承
を
記
し
た
識

語
の
ほ
か
に
、
共
通
す
る
記
述
の
少
な
い
こ
と
か
ら
、
爾
書
の
祖
本

の
内
容
や
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
停
承
の
真
俗
を
検
誼
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
。

御
所
本

「薫
物
黒
方
秘
方
」
は
、
方
や
説
、
識
語
の
内
容
と
掲
出

順
序
に
お
い
て
、
管
見
で
は
「
調
香
秘
方
」
に
最
も
近
く
、
祖
本
を

同
じ
く
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
室
田
中
の
識
語
の
う
ち
、
最
も

新
し
い
も
の
は
天
文
十
五
(
一
五
四
六
)
年
四
月
某
日
の
日
付
で
傍

わ
り
、
版
本

「御
薫
物
相
俸
」
よ
り
も
年
代
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で

あ
る
。
「
調
香
秘
方
」
と
共
通
の
祖
本
が
、
現
状
に
近
い
形
で
天
文
年

間
ま
で
に
成
立
し
、
流
布
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
点
に
お
い

て
も
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
薫
物
黒
方
秘
方
」
の
内
容
と
類
纂
様
式
の
特

徴
を
概
説
す
る
と
と
も
に
、
以
下
の
序
文
に
お
い
て
、
来
歴
に
ま
つ

わ
る
個
々
の
停
承
を
読
解
す
る
ほ
か
、
全
文
を
翻
刻
し
て
掲
載
し
、

日
本
文
撃
、
文
化
研
究
資
料
と
し
て
供
す
る
。

42 

-
内
容
と
類
纂
様
式

「
薫
物
黒
方
秘
方
」
に
は
、
「
薫
物
故
書
」
に
載
録
さ
れ
た
薫
物
の

う
ち
、
「
梅
花
」
「
荷
葉
」
「
侍
従
」

「菊
花
」
「
落
葉
」
「
黒
方
」

「
薫
衣

香
」
「哀
衣
香
」
と
い
う
、
平
安
王
朝
以
来
わ
が
国
で
行
わ
れ
て
き
た



俸
統
的
な
八
種
類
の
薫
物
に
加
え
て
、
「
慮
橘
」
「
新
枕
」

「千
種
」

「
玉
椿
」
「
若
草
」

「野
風
」
と
い
う
、
「
薫
物
故
書
」
以
前
の
薫
物
の

書
に
は
載
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
新
し
い
六
種
類
の
薫
物
の
処
方
、
い

わ
ゆ
る
「
新
作
」
の
方
が
、
併
せ
て
二
五
点
載
録
さ
れ
る
。
以
上
の

中
に
は
、
公
敦
調
合
と
さ
れ
る
新
作
の
薫
物
「
千
種
」
方
の
ほ
か
、

他
書
に
天
皇
御
調
合
と
停
わ
る
方
ゃ
、
嘗
時
の
有
力
武
家
で
公
敦
と

も
縁
の
深
か
っ
た
大
内
氏
ゆ
か
り
と
称
す
る
方
も
見
え
る
。
ま
た
、

処
方
を
調
合
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
な
具
体
的
な
手
順
を
記
し
た

説
は
、
他
書
の
同
文
を
参
考
に
内
容
ご
と
に
区
別
す
る
と
、
二
六
点

を
数
え
る
。
処
方
と
説
の
掲
出
順
序
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
中
に
通
し

番
号
を
付
し
て
示
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

二
五
点
の
処
方
と
二
六
点
の
説
の
う
ち
、

一
部
に
つ
い
て
は
同
文

ま
た
は
類
文
が
重
複
し
て
載
録
さ
れ
る
。
重
複
分
の
通
し
番
号
は
左

記
の
通
り
で
あ
る
。

〈
方
の
重
複
〉

方
3
H
方
担
、
方
4
H
方
辺
、
方
5
H
方
お
、
方
7
H
方
初
、

〈説
の
重
複
〉

説
1
H
説
日
、
説
2
H
説
問
、
節
3
H
説
担
、
説
4
H
説
辺
、

説
5
H
説
お
、
説
8
H
説
口

右
の
重
複
は
、

二
種
類
の
よ
く
似
た
薫
物
の
書
を
合
霧
し
た
た
め

に
生
じ
た
も
の
か
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
次
節
で
も
触
れ

る
薫
物
の
書
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
類
纂
と
俸
わ
る
比
較
的
規

模
の
大
き
な
も
の
に
お
い
て
、
処
方
と
説
と
は
、
方
が
特
定
の
説
を

伴
っ
て
停
わ
る
場
合
を
除
い
て
、
方
は
方
、
説
は
説
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
ま
と
ま
っ
た
形
で
掲
載
さ
れ
る
。
処
方
は
薫
物
の
種
類
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
、

薫
物
は
そ
の
銘
に
冠
す
る
景
物
を
標
目
と
し
て
四
季
の

順
に
並
べ
ら
れ
、
ま
た
、
季
節
感
を
伴
わ
な
い
銘
の
薫
物
は
、
四
季

の
薫
物
の
前
後
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
並
べ
ら
れ
、
載
録
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
調
合
の
説
は
、
材
料
の
選
別
か
ら
精
製
、
調
合
の

段
階
を
経
て
完
成
さ
れ
る
ま
で
の
手
順
に
沿
っ
て
、
項
目
立
て
て
ま

(
6
)
 

と
め
ら
れ
、
掲
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
通
例
に
対
し
て
、

「薫
物
黒
方

秘
方
」
で
は
、
方
と
説
を
区
別
し
た
上
で

一
括
し
て
分
類
、
掲
出
す

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
方
と
説
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
的
小
規
模
な
ま

と
ま
り
が
、
交
互
に
、
不
規
則
に
連
続
し
て
い
る
。

後
述
す
る
が
、
本
書
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
「
薫
物
故
書
」
に
は
公
敦

ら
に
よ
る
新
作
の
増
補
が
度
々
矯
さ
れ
た
と
俸
わ
る
。
前
述
の
重
複

の
件
と
併
せ
て
、
本
書
の
現
状
や
公
敦
ゆ
か
り
と
称
す
る
新
作
の
方

の
存
在
を
か
ん
が
み
る
と
、
識
語
の
内
容
に
は
、
少
な
か
ら
ず
信
恵

性
が
感
じ
ら
れ
る
。
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識
語
の
内
容
と
本
書
の
典
拠
、
変
遷

「
薫
物
黒
方
秘
方
」
に
は
、
本
稿
所
掲
の
翻
刻

一
五
丁
表
面
か
ら
一

九
丁
表
面
に
、〈
識
1
〉
か
ら

〈識
8
〉
、
二
五
丁
裏
面
か
ら
二
七
丁

表
面
に
は

〈識
9
〉
か
ら

〈識
日
〉
と
し
て
と
し
て
示
し
た
識
語
が

停
わ
る
。〈
識
l
〉〈
識
2
〉
は
「
薫
物
故
書
」
上
下
冊
そ
れ
ぞ
れ
の

奥
書
と
し
て
停
わ
る
。
以
上
を
は
じ
め
と
す
る
識
語
は
、
本
書
の
典

拠
と
類
纂
の
経
緯
や
そ
の
後
の
来
歴
を
停
え
て
い
る
ら
し
い
。

〈識
l
〉
か
ら

〈識
7
〉
に
つ
い
て
は
前
述
の
貞
享
版
本
「
御
薫
物

相
停
」
や
明
治
期
の
鳩
居
堂
に
よ
る
三
係
家
傍
来
の
薫
物
の
由
緒
書

(
7
)
 

に
も
引
用
な
い
し
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
既
出
の
拙
稿
で
も
読
解

を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

〈識
1
〉
か
ら

〈識
日
〉
の
う

ち
、
未
検
討
の
主
な
識
語
を
中
心
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

-
第

一
、
二
、

三
番
目
の
識
語

〈識
1
〉〈
識
2
〉
は
、
南
北
朝
期
以
降
の
三
候
家
嘗
主
の
代
に
類

纂
さ
れ
た
ら
し
き
「
薫
物
故
書
」
上
下
篇
の
奥
書
で
あ
る
。
既
出
の

拙
稿
に
お
い
て
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
三

候
家
の
薫
物
の
歴
史
は
、
四
候
天
皇
朝
の
寵
臣

・
白
川
入
道
右
府
賓

親
に
遡
り
、
賓
親
ゆ
か
り
の
薫
物
の
故
賓
は
、
後
喬
の
後
押
小
路
内

府
公
忠
・
後
三
候
入
道
相
園
{
貫
冬
父
子
の
代
ま
で
に
、
書
物
の
形
に

類
纂
さ
れ
て

「薫
物
故
書
」
の
上
篇
を
成
し
、
賓
冬
子
息
の
後
白
川

入
道
右
府
公
冬
の
代
に
は
、
禁
裏
に
対
し
て
口
停
と
上
下
二
冊
の
潟

し
が
進
上
さ
れ
た
、
と
云
う
の
で
あ
る
。
識
語
の
内
容
が
正
し
け
れ

ば
、
「
薫
物
故
書
」
祖
本
を
類
纂
し
た
人
物
は
、
賓
親
以
降
公
冬
以
前

の
三
候
家
当
主
、
な
い
し
同
家
と
薫
物
の
方
面
で
深
く
関
わ

っ
た
人

物
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

〈識
2
〉
は、

〈識
3
〉
以
降
を
掲
載
し

な
い
「
薫
物
故
書
」
に
お
い
て
も
「
上
奥
書

(し
ゃ
う
お
く
が
き
こ

と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
が
本
来
「
上
」
こ
と
「
薫
物
故
書
」

上
篇
の
奥
書
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
が
、

〈識
3
〉

が、

〈識
2
〉
の

「上
奥
書
」
に
対
し
て

「
下
奥
書
」
と
題
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
上
」
は
前
代
、
「
下
」
は
後
代
と
の
解
釈
で

読
ま
れ
た
時
期
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〈識
3
〉
は
次
の
よ
う
に
訓
め
る
。
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下
奥
書
こ
の
方
、
巨
細
は
上
巻
に
見
ゆ
。
今
、
勅
定
に
よ
り
、

押
小
路
内
府
公
茂
公
自
筆
の
本
上
下
を
以
て
叡
覧
に
備
え
、
故

賓
を
惇
授
し
奉
る
の
み
。

文
明
七
年
八
月
二
十
日

右
近
衛
大
将
藤
原
公
敦

「
押
小
路
内
府
公
茂
」
は
、
花
園
朝
に
内
大
臣
に
任
じ
て
後
醍
醐
朝
に

従

一
位
に
叙
さ
れ
た
押
小
路
内
府
こ
と
三
僚
公
茂
と
考
え
ら
れ
、
文

明
七

(一

四
七
五
)
年
八
月
二
十
日
に
こ
の
公
茂
自
筆
の
本
上
下
を



も
っ
て
薫
物
を
惇
授
し
奉
っ
た
の
は
、
公
茂
後
喬
の
公
敦
で
あ
る
。

識
語
の
内
容
が
正
し
け
れ
ば
、
公
茂
自
筆
の
本
と
称
す
る
「
薫
物
故

書
」
の
古
本
が
、
公
敦
の
代
の
三
候
家
に
停
来
し
て
い
た
こ
と
に
な

り、

「薫
物
故
書
」
を
類
纂
し
た
の
が
公
茂
で
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
な
お
、
公
敦
は
文
明
七
年
三
月
に
右
大
将
か
ら
左
大
将

に
転
じ
て
お
り
、
他
書
の
同
文
に
は
「
左
大
将
」
と
傍
わ
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
で
の

「右
」
は
「
左
」
の
誤
俸
と
考
え
ら
れ
る
。

-
第
四
番
目
の
識
語

公
敦
が
薫
物
の
故
貫
を
停
授
し
奉
っ
た
お
相
手
は
、
続
く
〈
識
4
〉

に
「
後
土
御
門
院
」
と
見
え
る
。
こ
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
公
敦
は

「薫
物
故
書
」
の
進
上
と
故
賓
の
停
授
に
次
い
で
、
後
土
御
門
院
に

「た
き
も
の
の
代
々
の
匂
ひ
の
」
の
和
歌

一
首
を
奉
り
、
院
よ
り
「
た

き
も
の
の
ふ
か
き
に
ほ
ひ
を
」
の
御
詠

一
首
を
く
だ
さ
れ
た
と
云
う
。

公
敦
の
和
歌
に
は
、
家
俸
の
薫
物
の
方
や
説
に
対
す
る
誇
り
と
、
自

ら
の
代
に
、
満
を
持
し
て
こ
れ
ら
を
宮
中
に
ご
相
停
申
し
上
げ
る
栄

誉
に
浴
し
た
こ
と
へ
の
喜
び
の
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
対
す

る
院
の
御
詠
に
は
、
三
候
家
に
代
々
停
わ
る
薫
物
の
優
れ
た
方
や
説

が
宮
中
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
お
喜
び
に
な
る
と
と
も
に
、
公
敦

の
労
に
謝
す
お
気
持
ち
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
識
語
や
贈
答

歌
の
内
容
が
正
し
け
れ
ば
、
公
敦
に
薫
物
の
停
授
を
お
命
じ
に
な

っ

た
の
は
、
後
土
御
門
院
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-
第
五
番
目
の
識
語

〈識
5
〉
は
、
御
製
の
短
冊
等
、
朝
廷
よ
り
惇
授
に
際
し
て
一
一
一
候
家

に
も
た
ら
さ
れ
た
文
書
に
関
す
る
記
述
と
見
ら
れ
る
。

御
製
御
短
冊
、
本
方
の
袋
に
納
入
す
べ
し
。
此
に
先
ん
じ
て
一

巻
の
奥
の
巻
貝
の
名
字
の
下
三
字
、
今
度
こ
れ
を
略
す
。
内
々

時
、
此
分
道
理
に
叶
う
か
。
寵
翰
の
奉
書
は
政
弘
朝
臣
懇
望
の

問
、
こ
れ
に
遣
は
す
。
無
念
と
謂
ふ
ベ
し
。

右
に
は
、
「
後
土
御
門
院
の
御
製
が
し
た
た
め
ら
れ
た
短
冊
は
、
公

(B) 

茂
自
筆
の
「
本
方
」
こ
と
一
一一
候
家
停
来
本
の
袋
に
納
め
入
れ
る
の
が

良
か
ろ
う
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
、
本
書
の
一
巻
の
奥
の

「巻
貝
」
の

名
称
の
下
に

「上
」
の
字
が
書
か
れ
で
あ

っ
た
の
だ
が
、

今
回
新
た

に
作
成
さ
れ
た
本
で
は
こ
れ
を
略
し
た
。
内
々
に
人
に
見
せ
る
本
と

し
て
は
、
こ
れ
で
正
し
か

っ
た
と
云
え
ょ
う
か
。
震
翰
の
奉
書
は、

政
弘
朝
臣
の
懇
望
に
よ
り
こ
れ
に
遣
わ
し
た
。
残
念
で
あ
っ
た
。
」
と

い
っ
た
事
柄
が
書
か
れ
で
あ
る
ら
し
い
。

公
敦
は
、
御
製
の
短
冊
を
公
茂
自
筆
の

「薫
物
故
書
」
と
同
じ
袋

に
納
め
て
家
賓
と
す
る
と
と
も
に
、
以
上
の
三
点
の
識
語
を
惇
授
に

際
し
て
作
成
し
た
副
本
の
奥
に
書
き
留
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い

て
記
さ
れ
る
「
此
に
先
ん
じ
て
」
類
纂
さ
れ
た
本
と
は
、
後
土
御
門
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院
の
叡
覧
に
備
え
て
書
潟
、
進
上
し
た
と
云
う
「
薫
物
故
書
」
の
潟

し
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、
こ
の
本
の

「
一
巻
の
奥
」
に
記

載
の
「
巻
貝
」
の
名
称
の
下
に
は
、
後
土
御
門
院
へ
進
上
し
た
も
の

に
は
「
上
」
の
字
を
書
い
た
が
、

「今
度
」
用
意
し
た
寓
本
に
お
い
て

そ
れ
は
行
わ
な
か
っ
た
、
と
云
う
。

薫
物
の
書
に
お
け
る
「
巻
貝
」
と
云
え
ば
、
香
料
の
一
種
「
甲

(
貝
)
香
(
か
い
か
う
)
」
の
材
料
と
さ
れ
た
螺
貝
が
想
起
さ
れ
る
が
、

「
薫
物
故
書
」
や
「
薫
物
黒
方
秘
方
」
の
文
中
に

「巻
貝
」
の
語
は
見

え
ず
、
諸
本
の
現
状
に
「
一
巻
の
奥
」
と
し
て
該
当
し
そ
う
な
箇
所

に
も
そ
う
し
た
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

前
述
の
鳩
居
堂
熊
谷
家
俸
来
「
調
香
秘
方
」
の
同
文
に
、

「巻
員
」

は

「巻
奥
」
と
見
え
、
「
一
巻
の
奥
の
巻
奥
の
名
字
の
下
に
上
の
字
」

と
読
め
る
。
後
士
御
門
院
へ
進
上
し
た
一
本
の
巻
末
に
「
巻
奥
」
と

書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
下
に

「上
」
の
字
を
書
き
奉
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、

「上
」
の
字
は
院
に
差
し
上
げ
る
本

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、

本
の
袋
や
包
紙
の
表
で
は
な
く
、
巻
末
に
「
上
」
の
字
を
し
た
た
め

る
例
は
管
見
に
知
れ
な
い
。

「
巻
奥
」
あ
る
い
は
「
巻
貝
」
云
々
に
続
い
て
言
及
さ
れ
る
「
度
翰

奉
書
」
が
賓
在
し
た
と
す
れ
ば
、
公
敦
の
代
ま
で
に
三
傑
家
に
到
来

し
た
貴
重
な
古
文
書
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。〈
識
5
〉
に
記
載
の
「
震

翰
之
奉
書
二
通
」
の
う
ち
、
一
通
な
い
し
雨
方
を
指
す
の
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
貴
重
な
奉
書
を
公
敦
か
ら
譲
り
受
け
る
よ

う
な
立
場
に
あ
っ
た

「政
弘
朝
臣
」
は
、
公
敦
を
庇
護
し
た
周
防
守

護
大
内
政
弘
に
比
定
さ
れ
る
。

公
敦
に
よ
る
政
弘
の
典
籍
蒐
集
へ
の
関
与
は
、
文
明
十

一
(
一
四

七
九
)
年
の
周
防
下
向
以
後
の
時
期
に
集
中
し
て
確
認
さ
れ
る
。
公

敦
が
政
弘
に
「
度
翰
奉
書
」
を
遣
わ
し
た
の
も
、
周
防
下
向
後
と
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
震
翰
奉
書
」
は
、

〈識
一

〉
の
「
震
翰

之
奉
書
二
通
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
、
又
は
両
方
を
意
味
し
、
「
後
三

候
相
国
」
の
代
を
下
限
と
し
て
一
一
一
候
家
に
傍
来
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

後
花
園
天
皇
麗
筆
の
女
房
奉
書
を
意
味
す
る
か
と
考
え
る
。「
後
三
傑

相
闇
」
は
、
後
小
松
朝
の
寵
臣

・
後
三
候
入
道
相
園
賓
冬
に
比
定
す

る
。
後
小
松
院
と
謂
え
ば
、
公
敦
が
大
内
政
弘
子
息
亀
童
丸
に
与
え

た
と
さ
れ
る

「御
註
孝
経
」
も
、
後
小
松
院
ゆ
か
り
の
典
籍
で
あ
っ

た
。
「
震
翰
奉
書
」
が
「
度
翰
之
奉
書
二
通
」
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た

は
雨
方
と
同
一
の
文
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
内
政
弘
が
関
心
を
寄

せ
、
そ
の
贈
与
を
公
敦
に
「
懇
望
」
し
た
と
し
て
不
思
議
は
な
い
し
、

公
敦
が
、
こ
れ
を
政
弘
に
譲
っ
て
「
無
念
」
と
嘆
い
た
の
も
、
無
理

か
ら
ぬ
こ
と
と
同
情
さ
れ
る
。

-
第
六
、
七
番
目
の
識
語

政
弘
朝
臣
披
見
の
「
無
念
」
を
綴
る
識
語
に
続
く

〈識
6
〉〈
識

46 



7
〉
に
は
、
「
大
樹
」
こ
と
足
利
将
軍
が
、
薫
物
の
相
俸
を
受
け
る
前

後
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
次
の
よ
う
に
読
め
る
。

尊
命
に
よ
り
、
首
家
近
代
調
合
の
分
、
ま
た
載
せ
ざ
る
と
こ
ろ

あ

ら

つ

い

で

の
秘
方
の
故
貫
等
、
悉
く
筆
舌
に
顕
は
し
て
進
覧
す
。

次
瓦
礁

を
献
ず
る
。

家
の
風
こ
れ
も
っ
た
へ
て
雲
の
上
に

た
ち
ふ
る
袖
の
さ
ぞ
に
ほ
は
ま
し

御
返
事

君
と
臣
身
を
あ
は
す
へ
き
年
ご
と
に

ま
づ
匂
ひ
く
る
家
の
風
か
な

御
内
書
相
惇
せ
ら
る
云
々
。

明
感
龍
集
庚
申
梅
天
上
涜
の
日

機
下
桑
門
宗
空
。
(
以
上
識
6
)

御
内
書
文
章
、
か
く
の
ご
と
く
、
立
文
な
り
。
薫
物
の
方
、

種
々
伝
授
、
悦
喜
し
て
申
候
。
殊
に
御
詠
は
殊
勝
に
候
。
よ
り

て
瓦
磯
ま
い
ら
す
の
由
、
奥
書
の
歌
に
比
へ
て
白
す
。

五

月

十

三

日

義

者

ノ

龍
朔
院
殿

以
上

識
7
)

〈識
6
〉
に
よ
れ
ば
、
「
尊
命
」
に
よ
り
、
「
嘗
家
」
が
近
年
調
合
す

る
薫
物
方
と
、
こ
れ
ま
で
書
物
に
載
録
し
て
こ
な
か
っ
た
秘
方
の
故

賓
を
こ
と
ご
と
く
載
せ
た
薫
物
書
を
進
上
し
、
そ
れ
と
と
も
に
薫
物

の
秘
説
の
口
停
も
し
て
差
し
上
げ
、
次
い
で
「
家
の
風
」
、
「
君
と
臣
」

の
和
歌
の
贈
答
が
痛
さ
れ
た
と
云
う
。

二
首
の
和
歌
は
、
ま
ず
贈
歌
に
「
我
が
家
の
薫
物
が
香
る
風
に
乗

せ
て
、
こ
の
よ
う
な
秘
方
、
秘
説
も
お
停
え
し
ま
し
た
の
で
、
宮
中

で
高
貴
な
方
の
お
振
り
に
な
る
お
袖
か
ら
は
、
さ
ぞ
良
い
匂
い
が
し

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
詠
み
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

「君

主
と
臣
下
が
結
び
つ
き
を
深
め
る
年
ご
と
に
、
ま
ず
匂
い
く
る
の
は

こ
の
家
の
風
の
香
で
あ
る
よ
o
」
と
い

っ
た
返
し
が
詠
ま
れ
る
。
贈
歌

は
薫
物
方
を
停
授
し
た
側
の
作
、
返
歌
は
こ
れ
を
受
け
た
側
の
作
と

解
釈
さ
れ
よ
う
。
贈
答
歌
は
、
公
敦
と
後
土
御
門
天
皇
と
に
よ
る
先

例
に
準
え
て
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

「
家
の
風
」
、
「
君
と
臣
」
の
文
言
は
、
学
問
や
文
義
が
中
央
へ
進
上

さ
れ
る
際
に
詠
ま
れ
た
和
歌
に
典
型
的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た

表
現
が
本
贈
答
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
贈
歌
に
お
い
て
は
、

自
身
の
相
停
し
た
薫
物
方
が
、
既
に
宮
中
に
お
惇
え
し
た
と
云
う
方

に
匹
敵
す
る
優
れ
た
品
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
相
停

の
お
相
手
が
、
や
が
て
中
央
で
活
躍
な
さ
る
こ
と
を
期
待
す
る
気
持

ち
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
返
歌
に
お
い
て
は
、
自
身
の
授
か
っ
た

薫
物
方
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
贈
歌
の
意
向
を
汲
み
取
る
形
で
賞
賛
し
、
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そ
れ
を
相
侍
さ
れ
た
こ
と
へ
の
喜
び
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
贈
歌

の
詠
み
手
の
期
待
し
た
よ
う
に、

中
央
で
活
躍
し
、
朝
廷
に
安
定
を

も
た
ら
す
こ
と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
と
考
え
る
。

和
歌
に
続
く
記
述
に
は
、
「
御
内
書
」
が
停
授
さ
れ
た
云
々
と
あ
り
、

ば
い
て
ん
じ
よ
、
つ
か
ん

以
上
の
識
語
が

「明
感
龍
集
庚
申
梅
天
上
涜
日
」
、

明
磨
九

(
一
五

か
い
か
そ
う
も
ん

0
0
)
年
四
月
上
旬
に
「
椀
下
桑
門
宗
空
」
な
る
人
物
に
よ
り
為
さ

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〈識
7
〉
で
は
、
冒
頭
に
、

「御
内
書
」
の
文
章
は
か
く
の
ご
と
き

で
装
丁
は
立
文
(
た
て
ぶ
み
)
で
あ
っ
た
、
と
云
い
、
ま
た
、
薫
物

の
方
を
さ
ま
ざ
ま
惇
え
受
け
た
こ
と
の
喜
び
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
に

続
け
て
、
「
殊
に
御
詠
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
和
歌
を
書

き
添
え
た
。
」
と
あ
り
、
末
尾
に
は
「
五
月
十
三
日
」
「
義
手
」
よ
り

「
龍
期
院
殿
」
へ
宛
て
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
龍
淘
院
」
は
、
周
防
下
向
後
に
出
家
し
て
法
名
「
祥
空
」
を
名

乗
っ
た
と
さ
れ
る
一
一
一
候
公
敦
で
あ
り
、
公
敦
宛
の
文
の
差
出
人
で
あ

る

「義
予
」
は
足
利
義
ヂ
、
の
ち
の
将
軍
義
植
に
比
定
さ
れ
る
。〈
識

6
〉
の
返
歌
の
作
者
と
さ
れ
る

「義
者
ノ」

も
、
同
じ
人
物
と
見
て
差

し
支
え
な
か
ろ
う
。「
家
の
風
こ
れ
も
っ
た
へ
て
」
の
歌
の
作
者
と
さ

れ
る
「
塊
下
桑
門
宗
空
」
は
、
「
祥
空
」
こ
と
龍
朔
院
三
一
候
公
敦
に
比

定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

〈識
7
〉
の
内
容
は
、
「
楓
下
桑
門
宗
空
」
こ

と
公
敦
が
献
じ
た
「
家
の
風
こ
れ
も
っ
た
へ
て
」
和
歌
一
首
に
対
し

て
、
義
予
が
「
君
と
臣
身
を
あ
は
す
へ
き
」
の
一
首
を
返
し
た
経
緯

と
読
め
、
義
若
ノか
ら
公
敦
に
宛
て
発
せ
ら
れ
た

「御
内
書
」
の
潟
し

と
考
え
ら
れ
る
。

義
弔
ア
と
公
敦
は
、
公
敦
が
亡
く
な
る
永
正
四
(
一
五
O
七
)
年
四

月
八
日
ま
で
の
約
八
年
間
、
と
も
に
周
防
に
在
園
し
、
大
内
氏
の
庇

護
の
下
に
年
月
を
過
ご
し
た
。
義
ヰ
ア
は
、
元
の
名
を
「
義
材
(
よ
し

き
)
」
と
云
い
、
明
感
七
(
一
四
九
八
)
年
に
義
者
ノ
と
改
名
、
翌
八
年

に
六
角
氏
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
大
内
義
興
を
頼
っ
て
周
防
へ
落
ち
延

び
た
。
公
敦
宛
の
「
御
内
書
」
が
確
か
に
義
者
ノに
よ
る
と
す
れ
ば
、

明
麿
九
年
か
ら
永
正
コ
一
年
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
か
と
考
え
る
。

-
第
八
、
九
番
目
の
識
語

こ
れ
以
降
の
識
語
は
、
管
見
に
祖
本
を
同
じ
く
す
る
と
見
ら
れ
た

鳩
居
堂
熊
谷
家
俸
来
「
調
香
秘
方
」
や
そ
の
他
の
三
燦
家
ゆ
か
り
と

称
す
る
薫
物
の
書
に
は
惇
わ
ら
な
い
、
「
薫
物
黒
方
秘
方
」
に
独
自
の

も
の
で
あ
る
。

〈識
8
〉
は
、
公
敦
の
没
後
三
年
目
の
永
正
六

(
一
五

O
九
)
年
八

月
某
日
付
に
よ
り
、

「内
相
府
」
こ
と
公
敦
子
息
賓
香
の
名
前
で
し
た

た
め
ら
れ
た
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
記
述
は
、
「嘗

家
累
葉
之
秘
本
」
に
載
録
さ
れ
た
三
燦
家
秘
蔵
の
童
日
で
あ
っ
た
が
、

「・
橘
重
能
」
な
る
人
物
の
「
懇
望
」
に
よ
り
、

「新
儀
口
説
故
賓
等
」

を
加
筆
し
た
上
で
と
云
う
の
で
あ
ろ
う
、
特
別
に
譲
ら
れ
た
書
で
あ
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る
と
云
、
っ
。

〈識
8
〉
以
降
は
し
ば
ら
く
識
語
の
掲
載
が
途
絶
え
、
六
丁
程
度
の

紙
面
に
薫
物
の
処
方
と
説
と
を
挟
ん
で

〈識
9
〉
以
降
が
掲
載
さ
れ

る
。
前
節
で
触
れ
た
通
り
、
こ
の
間
の
方
や
説
に
は

〈識
1
〉
以
前

の
そ
れ
ら
の
同
文
、
類
文
が
複
数
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、〈
識
l
〉

以
前
に
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
、
停
統
的
な
種
類
以
外
の
新
作
の
薫
物

の
方
も
掲
載
さ
れ
る
。

〈識
9
〉
の
内
容
は
、
以
上
の
記
述
を

「嘗
家
累
代
之
秘
方
也
」
と

し
た
上
で
、
「
持
明
院
相
公
」
こ
と
藤
原
基
春
の
強
い
希
望
に
よ
り
書

寓
に
及
ん
だ
と
の
経
緯
、
な
ら
び
に

「若
草
」
「
玉
椿
」
の
二
種
類
の

薫
物
の
由
緒
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
「
後
白
河
入
道
右
府
公
冬
新
調
合

之
秘
説
」
で
あ
る
旨
を
誼
す
も
の
で
あ
る
。
識
語
の
日
付
は
、
公
敦

が
周
防
で
義
者
ノに
薫
物
を
相
侍
し
た
と
惇
わ
る
明
感
九
年
の
四
年
後
、

文
亀
三
一
(
一
五

O
三
二
年
九
月
中
旬
と
あ
り
、
筆
者

「右
大
将
」
は

〈識
8
〉
に
同
じ
く
、
公
敦
子
息
賓
香
に
比
定
す
る
。

-
第
十
、
十

一
番
目
の
識
語

〈識
叩
〉
は
、
目
頭
に

「右
方
子
細
見
子
前
奥
書
」
と
あ
り
、

〈識

9
〉
以
前
の
識
語
の
行
わ
れ
た
本
を
再
び
他
家
に
相
停
し
た
際
に
し

た
た
め
ら
れ
た
も
の
と
読
め
る
。
停
授
の
相
手
は

〈識
8
〉
に
同
じ

く

「・
橘
重
能
」
と
さ
れ
る
が
、
書
寓
を
終
え
た
と
す
る
期
日
は

〈識
8
〉
の
二
ヶ
月
後
に
あ
た
る
永
正
六

(
一
五

O
九
)
年
十
月
某
日
、

書
写
者
「
左
衛
門
督
藤
末
葉
」
と
あ
る
。
「
藤
末
葉
」
の
職
掌
は
、
永

正
六
年
当
時
の
賓
香
の
そ
れ
に
該
雷
し
な
い
。
後
年
、
貫
香
と
と
も

に
朝
廷
の
薫
物
の
師
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
子
息
公
頼
は
、
こ
の
翌

年
に
叙
爵
す
る
の
で
、
や
は
り
「
藤
末
葉
」
に
は
該
当
し
な
い
。

〈識
叩
〉
に
は
、
こ
れ
以
前
の
三
傑
家
嘗
主
ら
に
よ
る
「
嘗
家
累
代

之
秘
方
」
云
々
が
記
載
さ
れ
ず
、
三
候
家
の
人
間
が
書
寓
者
で
な

か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。〈
識
9
〉
に
停
授
の
知
ら
れ
る
「
持

明
院
相
公
」
か
ら
直
接
な
い
し
間
接
的
に
こ
れ
を
相
惇
し
た
人
物
が
、

賞
香
の
二
か
月
後
に
「
・
橘
重
能
」
に
潟
本
を
譲
っ
た
と
解
釈
す
る

の
が
妥
嘗
か
と
考
え
る
。

「薫
物
黒
方
秘
方
」
の
現
状
で
最
後
に
確
認
さ
れ
る
の
が
、

〈識
日
〉

と
連
番
し
た
短
い
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
右
口
停
故
賓

等
」
を
、
天
文
十
五

(
一
五
四
六
)
年
四
月
某
日
、
「
千
石
左
衛
門

督
」
「
定
弘
」
が
相
惇
し
た
と
云
う
。
識
語
の
途
中
に

「道
順
ロ
」
と

見
え
る
文
言
は
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
り
、
千
石
定
弘
の
人

物
に
つ
い
て
も
管
見
に
明
ら
か
で
な
い
。

〈識
叩
〉
と
の
関
わ
り
か
ら
す
る
と
、
千
石
定
弘
は
本
書
を
三
候
家

か
ら
相
侍
し
た
の
で
は
な
く
、
{貫
香
か
ら
「
持
明
院
相
公
」
を
経
て

こ
れ
を
相
侍
し
た
と
見
ら
れ
た

〈識
叩
〉
の

「藤
末
葉
」
な
い
し

「・
橘
重
能
」
の
い
ず
れ
か
か
ら
、
そ
の
寓
し
を
譲
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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『
後
奈
良
院
展
記
』
ヲ
一
=
口
縫
卿
記
」
の
天
文
二
(
一
五
一二
三
)
年
十

月
十
九
日
僚
に
よ
れ
ば
、
三
候
賓
香
公
頼
父
子
は
後
奈
良
天
皇
の
御

前
に
召
さ
れ
て
薫
物
「
黒
方
」
を
相
惇
し
奉
る
と
い
う
栄
誉
に
浴
し

て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
三
僚
家
の
薫
物
は
、
以
前
に
増
し
て
世
間
の

評
判
と
な
り
、
皇
族
か
ら
公
武
の
有
力
者
に
ま
で
幅
広
く
珍
重
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
千
石
定
弘
も
ま
た
、
上
層
社
会
で
も
て
は
や
さ

れ
る
古
体
の
文
化
に
関
心
を
寄
せ
た
一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
で
紹
介
し
た
本
文
の
現
状
と
、

一
一
点
の
識
語
の
内
容
と
か

ら
判
断
し
て
、
「
薫
物
黒
方
秘
方
」
は
、
〈
識
8
〉
を
境
と
す
る
、
少

な
く
と
も
二
種
類
の
、
よ
く
似
た
薫
物
の
書
を
合
官
局
し
た
書
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

前
半
の
書
は
、
南
北
朝
期
の
三
一
保
家
嘗
主
が
蒐
集
し
た
方
や
説
か

ら
成
る
「
薫
物
故
書
」
の
、
押
小
路
内
府
公
茂
自
筆
と
停
わ
る
一
本

を
も
と
に
、
室
町
中
期
の
首
主
公
敦
が
、
在
京
中
に
御
土
御
門
天
皇

に
相
侍
し
た
書
の
副
本
を
も
と
と
し
て
、
周
防
に
お
い
て
足
利
義
予

に
停
授
し
た
際
に
、
新
作
の
方
や
説
を
補
う
形
で
新
た
に
類
纂
し
た

本
が
、
在
京
の
子
息
賓
香
の
手
許
に
渡
り
、
賓
香
か
ら
「
・
橘
重
能
」

な
る
人
物
に
譲
ら
れ
た
も
の
の
寓
し
で
あ
っ
た
か
と
考
え
る
。
後
半

の
書
に
は
、
前
半
と
の
同
文
、
類
文
が
複
数
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

前
半
に
同
じ
く
「
薫
物
故
書
」
を
祖
と
し
た
書
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

貫
天
日
の
代
の
三
僚
家
に
先
祖
の
後
白
川
入
道
右
府
公
冬
ゆ
か
り
と
惇

わ
る
「
新
説
」
を
新
た
に
加
え
て
他
家
の
有
力
者
に
停
授
し
、
そ
こ

か
ら
書
寝
相
俸
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
前
半
、
後

半
と
も
に
「
・
橘
重
能
」
の
名
前
が
相
俸
相
手
の
一
人
と
し
て
見
え

る
こ
と
か
ら
、
「
-
橘
重
能
」
の
蒐
集
し
た
前
半
後
半
の
二
種
類
の
書

が
、
天
文
十
五
年
、
千
石
定
弘
の
手
に
よ
り
一
冊
に
合
寓
さ
れ
、
「
輩
出

物
黒
方
秘
方
」
と
称
し
て
宮
中
に
停
来
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

「
薫
物
黒
方
秘
方
」
は
、
三
保
家
の
薫
物
に
ま
つ
わ
る
停
承
の
真
偽

を
検
誼
し
、
同
家
に
お
い
て
蒐
集
、
継
承
な
ら
び
に
発
展
の
矯
さ
れ

て
き
た
薫
物
文
化
の
全
容
と
賞
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
重
要
か

っ
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
。
本
稿
へ
の
翻
刻
掲
載
を
機
に
、
本
書
の

日
本
中
世
文
随
一
干
、
文
化
研
究
資
料
と
し
て
の
有
用
性
が
、

一
層
発
揮

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
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注(1
)

米
原
正
義

「中
世
に
お
け
る
地
方
武
士
と
下
向
公
家
の
文
化
交
渉
」

『園
祭
院
雑
誌
』

昭
和
三
六
年
四
月

西
下
経
一

「龍
朔
院
と
大
内
政
弘
」
『
圏
諸
と
圏
文
学
』
昭
和
九
年

一O
月

(2
)

周
防
下
向
前
後
の
三
係
公
敦
の
文
護
活
動
に
つ
い
て
論
じ
た
主
要

な
学
術
論
文
ま
た
は
そ
れ
ら
を
載
録
す
る
書
籍
の
題
目
は
次
の
通
り
0

・
野
村
人
良

『園
文
撃
研
究
史
』
萩
原
星
文
館
大
正
一
五
年
(
初
出
)



-
池
田
亀
鑑
「
日
本
文
撃
研
究
に
於
け
る
大
内
氏
」

「文聞晶子
』
昭
和
九
年

一
O
月
(
初
出
)

・
西
下
経
一
注

(
1
)
論
稿

-
伊
地
知
銭
男

『宗
祇
』
青
梧
堂
昭
和
一
八
年

-
金
子
金
治
郎
「
兼
載
の
初
度
山
口
下
向
|
付
、
翻
刻
「
兼
載
句
州
」

|
」
『
中
世
文
義
』
昭
和
二
九
年
六
月

同

「兼
載
伝
考
古
二
|
新
撰
菟
玖
波
集
と
兼
載

」
『
中
世
文
義
』

昭
和
二
九
年
一

O
月

同

『連
歌
師
兼
載
伝
考
』
国
語
国
文
学
研
究
叢
書
九
南
雲
堂
桜
楓

社
昭
和
三
七
年
(
初
版
)

・
米
原
正
義
注

(
l
)
論
稿

同
「
中
世
に
お
け
る
地
方
武
士
と
下
向
公
家
の
文
化
交
渉
」
「
圏
撃
院

雑
誌
』
昭
和
三
六
年
四
月

同
「
大
内
氏
の
文
芸
」
「
園
撃
院
雑
誌
」
昭
和
三
七
年
七
月

同

「
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
(
第
二
版
)
桜
楓
社
昭
和
五
三
年

・
井
上
宗
雄

『中
世
歌
壇
史
の
研
究
|
室
町
前
期
|』

風
間
書
房
昭

和
三
六
年

-
福
井

毅

「
公
武
連
歌
壇
の
人
々
の
動
静
と
世
相
|
文
明
十
年
代
連

歌
史
の
背
景
|
」
「
皇
事
館
大
町
晶
子
紀
要
』
創
立
百
十
周
年
再
興
三
十
年

記
念
号
平
成
五
年

一
月

(3
)

専
修
大
学
図
書
館
編
。
「
菊
亭
文
庫
目
録
」
な
ら
び
に
次
注
掲
載
の

拙
稿
に
は
「
た
き
も
の
ゆ
え
が
き
」
の
読
み
を
示
し
て
い
た
が
、
「
た

き
も
の
こ
し
ょ
」
が
妥
当
か
と
考
え
こ
こ
に
改
め
る
。

(
4
)

拙
稿
「
菊
亭
文
庫
所
蔵
「
薫
物
故
童
日
」
翻
刻
と
校
異
(
上
)
」
(
「
謹

能
史
研
究
」

第
一
七
五
号
平
成

一
八
年
十
月
霊
能
史
研
究
曾
)

同
「
菊
亭
文
庫
所
蔵
「
薫
物
故
書
」
翻
刻
と
校
異

(下
)
」
(
「
萎
能
史
研

究
』
第
一
七
五
号
平
成
一
九
年
四
月
萎
能
史
研
究
合
)

(
5
)

前
注
所
掲
の
拙
稿
「
菊
亭
文
庫
所
蔵
「
薫
物
故
書
」
翻
刻
と
校
異

(上
こ
序
文
に
一
部
の
影
印
を
掲
載
。

(6
)

主
な
既
存
の
蒸
物
の
書
の
類
纂
様
式
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
杏
雨

室
田
屋
所
蔵
「
香
秘
書
」
影
印
と
翻
刻
」
(
『
窓
口
雨
』

第

二

号

平

成

二
O
年
六
月
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
)
序
文
を

参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)

識
ー
か
ら
3
は
、
注
4
所
掲
の
拙
稿
「
菊
亭
文
庫
所
蔵
「
薫
物
故

書
」
翻
刻
と
校
異

(下
こ
で
読
解
を
、
識
4
か
ら

8
に
つ
い
て
は
同

「婆
能
史
ノ

1
ト
井
伊
直
弼
と
一一一候
家
薫
物
秘
説
と
の
関
係
に
つ
い

て
」
(
『套
能
史
研
究
」
第
一
八
二
号
平
成
二
O
年
八
月
萎
能
史

研
究
曾
)
に
お
い
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

(8
)

「袋
」
は
「
調
香
秘
方
」
の
同
文
な
ど
に

「箱
」
と
あ
り
、
い
ず
れ

が
よ
り
妥
当
で
あ
る
か
は
現
時
点
で
は
決
し
難
い
。

- 51一

付
記
一
本
稿
に
お
け
る
「
薫
物
黒
方
秘
方
」
全
文
の
翻
刻
と
掲
載
は
、
宮
内
庁

書
陵
部
に
よ
る
許
諾
の
下
に
行
っ
て
い
ま
す
。



宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
御
所
本

薫
物
黒
方
秘
方

翻
刻

凡

例

一
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
御
所
本

「薫
物
黒
方
秘
方
」

(
一
冊
、
江
戸

期
第
、
横
中
本

〈縦
凶
・

5
佃
・
横
初
号
、
袋
綴
、
原
本
請
求
記

号
一
番
号
4
2
4
9
・
函
号
1
6
3
8
0
5
)
を
底
本
と
し
た
。

一
、
原
本
の
漢
字
は
、
正
字
よ
り
も
通
行
の
字
体
に
近
い
異
体
字
を

使
用
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、
翻
刻
に
は
原
本
に
則
し
た
も
の
を

適
宜
選
択
し
て
用
い
た
。

一
、
変
体
仮
名
は
通
行
の
書
体
に
改
め
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
翻
字
中
の
箇
所
は
「
・
」
と
し
た
。

一
、
特
殊
な
嘗
て
字
や
誤
俸
と
見
ら
れ
る
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
と
傍

書
し
た
。

一
、
各
丁
数
は
算
用
数
字
で
、
表
裏
の
別
は
そ
れ
ぞ
れ

「
オ
」
「
ウ
」

と
略
し
、
各
面
の
最
終
行
の
脚
部
の
丸
括
弧
に
示
し
た
。
表
紙
、

背
表
紙
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
準
用
し
た
。

(例
)

一
丁
表
面
↓

(」
l
オ
)

一
、
薫
物
の
処
方
と
調
合
の
方
法
、
手
順
に
関
す
る
説
、
並
び
に
来

歴
を
記
し
た
識
語
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
頭
に
漢
字
と
算
用
数
字

に
よ
る
通
し
番
号
を
附
し
た
。

(例
)
処
方
の
第
一

同

識
語
の
第

一

l議

薫
物

思方秘方

全

薫
物

居
高
方

全

l方

黒

方

星
通
用
祝
吉
之
時
周
之

沈
香

里

丁
子

二爾

貝
香
一
雨

薫
陸

一繭

白
檀

一雨

磨
香

一一雨

(
一
行
ア
キ
)

梅
花

春

沈

四両

丁
子

一面

貝
香

二分

襲
香
一
一
朱

甘
松
一
一
朱

荷
葉

E

沈

請

甘
松
一
分

員
香

ニ伺

丁
子

元

董
光

忠

白
檀
一
一一対

熟
欝
金
三
分

安
息
香

一分

(一

行
ア
キ
)

2方3方

説
の
第

l盟
(」

制
時
表
紙
)

(」

閥

掛

紙

)

52 

(
」

l
オ
)



4方

菊
花

秋

φ

ん
二爾

丁
一
爾

貝
三
分

董町

一-一朱

甘
三
朱

第
一
分

(
一
行
ア
キ
)

侍
従
冬
用
之

沈

思

(」

1
ウ
)

5方6方

丁一一
雨

日ハ

一爾

甘
一
堂一
一朱

占
唐
一
堂
一一朱

(
一
行
ア
キ
)

今
案
黒
方
言
方

沈

五雨大

丁
一
雨大

貝
一
両

白
檀
一
二分

薫
陸
一
一
芽

(
」

2
ウ
)

(」

2
オ
)

7方

康
二
分小

(
一
行
ア
キ
)

今
度
御
調
合
梅
花

沈
五
爾
大

丁

一雨大

1説

貝

-南小

甘
松
一
一
分

康
二
分大

貝
香
ハ
各
ノ
香
ヲ
ヨ
ク
調
ヘ

白
檀
ハ
遠
ク
匂
ヲ
ト
ハ
セ
薫
陸
ハ

各
ノ
香
ヲ
ヨ
ク
物
ニ
ト
ム
也
一
戸

然
ハ沈
丁
磨
ノ匂
肝
要

ナ
ル
物
歎

(
一
行
ア
キ
)

薬
種
調
様

一
沈
ハキ
サ
ミ
候
時
ハ
イ
カ
ニ
モ
ウ
ス
ク

キ
サ
ミ
候
サ
テ
木
ノ
キ
ネ
ニ
テ
ソ
ク
/
¥

ト
ツ
キ
ク
タ
キ
候
其
後
沈
フ
ル
イ

ト
テ
自
然
薫
衣
香
ナ
ト
入
候

ヤ
ウ
ナ
ル
透
袋
ホ
ト
ナ
ル
目
ノ

チ
イ
サ
キ
ヲ
皮
フ
ル
イ
ノ
カ
ケ
ゴ
ノ

2説

(」

3
オ
)

53 

(」

3
ウ
)



3説

ソ
コ
ニ
ア
テ
、
フ
ル
イ
候
尤
可
然
候

禾
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
物
ハト
リ
出
シ
テ

細
ニ
キ
サ
ミ
候

一
員
香
調
様
第

一
大
事
候
先

イ
ク
タ
ヒ
モ
水
ニ
テ
ア
ラ
イ
テ
サ
テ

又
ヨ
キ
酒
二

夜
ツ
ケ
テ
執
出
シ
テ

ヨ
ク
/
¥
コ
ソ
ケ
テ
ス
キ
ト
ホ
ル
程

ム
ラ
ナ
ク
コ
ソ
ケ
テ
ア
マ
ツ
ラ
ヲ

ウ
ス
ノ
¥
ト
ヌ
リ
テ

一
一
一
夜
ヲ
ヘ
テ

又
水
ニ
テ
洗
テ
日
ニ
ホ
シ
テ

4盟

ク
タ
キ
テ
カ
ナ
ウ
ス
ニ
テ
粉
ニ
ナ
シ
候

タ
キ
物
ノ
薬
種
一
切
ヲ
イ
ミ
候

口
停

一
甘
松
酒
二
夜
ツ
ケ
テ
シ
ホ
リ
テ

影
ホ
シ
ニ
〆
サ
テ
キ
サ
ミ
テ
粉
ェ

5盟

ナ
シ
候

一
重
香
白
水
ニ
テ
五
六
度
洗
テ

是
モ影
干
也

一
安
息
香
粉
ニ
ナ
シ
テ
ア
マ

ツ
ラ
ニ

マ
セ
テ
入
也

一
サ
カ
ウ
ハ
イ
ニ
モ
ス
リ
ク
タ
キ
テ

6盟7龍

(」

4
オ
)

(」

4
ウ
)

(」

5
オ
)

セ
イ
ガ
ウ
ノ
目
ノ
細
ナ
ル
フ
ル
イ

ニ
テ
フ
ル
イ
テ
入
ヤ
ウ
ソ
ウ
薬

種
ヲ

一
ツ
ニ
ヒ
チ
ク
リ
テ
ウ
ス

ヤ
ウ
ニ
カ
キ
ヒ
ロ
ケ
テ
碁
盤
ノ

8説

目
ノ
コ
ト
ク
ミ
ソ
ヲ
ツ
ケ
テ

ヘ
ラ
ニ
テ
ソ
ノ
メ
ニ
入
事
口
傍
ア
リ

残
る
薬
種
コ
ト
ナ
ル
子
細
ナ
シ

右
調
様
悉
口
惇
也

(
一
行
ア
キ
)

調
合
次
第

沈

貝

薫

白

甘

薯

丁

必

此

次

第

ニ
マ
キ

チ
ラ
シ
候
半
分
ニ分
テ
合
候

口
停
候
サ
カ
ウ
ハ
一
度
ニ
サ
シ
候

ア
ハ
セ
ツ
キ
ハ
左
右
ノ
手
ヲ
カ
ヘ
テ

三
千
キ
ネ
可
然
候
入
物
ハ
イ
カ
ニ
モ

ヌ
リ
タ
ル
物
ニ
入
候
テ
コ
一
七
日
モ

過
候
テ
ト
リ
イ
タ
シ
候
時
ニ

ホ
ヒ
出
キ
候

(
一
行
ア
キ
)

斤
目
之
事

9置

(」

5
ウ
)

(」

6
オ
)

- 54-

(」

6
ウ
)



8方

六
朱
ヲ
一
分
ト
ス
四
分
ヲ
一
雨

ト
ス
十
六
雨
ヲ
小
ノ
一
斤
ト
ス

舟
八
雨
ヲ
大
ノ
一
斤
ト
ス
小
ノ

コ
一
雨
ヲ
大
ノ
一
一
附
ト
ス
小
ノ

三
分
ヲ
一
分
ト
ス

(
一
行
ア
キ
)

千
種

詰
謀
府
新
作
方
也

沈
香

玉繭

丁
子

一一隊

員
香

一雨

白
檀

一雨

薫
陸

一雨

欝
金
一
分

甘
松

一奇

襲
香

二分

以
上
侍
従

沈

四雨量

丁
子

二雨

貝
香
一
雨

甘
松

一卦

(
」

7
ウ
)

(
」

7
オ
)

9方

10方

青
木
香

一朱

(
一
行
ア
キ
)

落
葉
冬

沈
五
爾

丁

三爾

白
檀

=一分

薫

三卦

産
二
分

欝

一朱

青
木
香

-朱

桂
心
一
朱

甘
松
一
朱

貝
香
一
雨

康

一一分

占
唐

一朱

占
唐
近
年
不
入
別
物
入
事

口
俸
(
一
行
ア
キ
)

野

風

大
内
杉
並
作
家
古

沈

E

(」

9
オ
)

(
」

8
オ
)

(
」

8
ウ
)

- 55一

10説11方

丁一一雨



白貝

雨分

12方

薫
一
南

蓉
て
一分

青
木
香
一
朱

甘
一
分

桂

一朱

癖
一
分

欝一

一朱

(
一
行
ア
キ
)

荷
葉

沈

四爾一一分

(」

9
ウ
)

丁

-一雨

貝

=一南

康

一分

白

星

香
附
子
一
主
一一朱

薫

=一朱

積
香

一一分

(」

叩
オ
)

11説

ソ
カ
ウ
ハ
ネ
ハ
キ
物
ニ
テ
候
間

ア
マ
ツ
ラ
ニ
マ
セ
テ
サ
ス
事

13方

沈
薫不
斤衣 可

香歎

秘
事
也

(」

叩
ウ
)

「
本ニハ甲ノ字ヲ?リ

貝

一斤

丁

八
両

上
口

六
爾

14方

康
一
面

首

相

合

同
爾

(
一
行
ア
キ
)

庖

衣

呑

裏

ユ
ウ
ッ
、
ム
ウ
ル
ヲ
ス
ト
モ

ヨ
ム
也

(」
日
オ
)

- 56一

沈
一
爾
一一分

丁
子

二分

白
一
分

12説

康

三朱

謹
一
一
分

欝

一同
右
分
ア
ラ
ク
フ
ル
イ
テ
ヨ
リ

合
テ
衣
ノ
袋
二
入
テ
モ
ラ
ヌ

ヤ
ウ
ニ
シ
テ
香
ヲ入
へ
シ
ヨ
キ

(
」
日
ウ
)



15醍

酒
ヲ
ソ
、
キ
テ
合
ス
ル
事

口
俸
也

(一

行
ア
キ
)

黒
方

沈

四雨

丁

一雨雲

貝

一両二分

薫

一分小

白

一繭二分

(」
ロ
オ
)

16方

康

一一分

(
一
行
ア
キ
)

梅
花

沈

思

丁

一雨一舟

甘

一室

貝

一爾二分

泰

一分

自

主

(
一
行
ア
キ
)

玉
椿

沈

四南

(」
ロ
ウ
)

17方

18方

丁
一
爾

甘

一分

貝

一曹一分

自

二朱

欝

一分

(
一
行
ア
キ
)

若
草

沈

四繭一一分

占
唐

三分
三朱

貝
一
両

甘

一理
一一分

丁

一雨

薫

一-一朱

磨
一
爾

(
一
行
ア
キ
)

新
枕

沈

量
一一分

丁
二
爾二分

(
」
凶
オ
)

(」
日
オ
)

(」
日
ウ
)

- 57一

19jj 

員

二爾三分

自

分

桂

一分一朱



l隆

薫

一一分

青
木
香

ニ朱

癖

二分

(
一
行
ア
キ
)

先
年
嘗
家
薫
可
有
御

口
停
之
由
自
禁
裏
被
仰

下
震
翰
之
奉
書
二
通

有
之
の
後
白
河
殿
別

口
停
様
悉
申
入
撃
今
度

又
重
本
方
御
所
望
之

間
可
令
進
上
之
由
申
入

慮
再
往
御
辞
退
可
窮

進
之
趣
被
仰
之
聞
書
進

之
同
奥
書
上
下
ニ可
書

進
之
由
依
仰
如
此
書
之

草
子
寸
法
大
略
岡
本
方

上
奥
書

此
方
者
嘗
家
代
々
相
停
之

、秘
本
也
殊
白
河
右
府
好

此
事
妙
故
賓
停
奮

傍
-f
其
子
細
後
押
小
路

(
」
日
ウ
)

(
」
凶
ウ
)

(
」
日
オ
)

2議

3織

内
府
命
後
三
候
相
園
之

由
見
奥
書
者
哉

下
奥
書

此
方
巨
細
上
巻
今
依

勅
定
以
押
小
路
内
府

位置

自
筆
之
本
上
下
備
叡

覧
奉
停
授
故
賓
而
己

文
明
七
年
八
月
廿
日

右
近
衛
大
将
藤
原
公
敦

如
此
書
進
之
次
ニ短
冊
ニ書
テ

瓦
磯

一
首
献
之

た
き
も
の
、
代
々
の
匂
ひ
の
家
風

い
ま
そ
雲
井
に
ふ
き
っ
た
へ
ぬ
る

御
返
事

た
き
も
の
、
ふ
か
き
匂
ひ
を
雲
の
上
に

っ
た
ふ
る
か
せ
の
た
よ
り
う
れ
し
も

御
製
御
短
冊
本
方
ノ
袋二

可
納
入
之
先
此

一
巻
ノ奥
ニ

巻
貝
之
名
字
ノ
下
ニ上
字

今
度
略
之
内
々
時
此
分

叶
道
理
欺
寵
翰
奉
書

4鼠5議

(」
同
オ
)

- 58-

(
」
日
ウ
)



政
弘
朝
臣
懇
望
之
間
遣

之
可
謂
無
念

大
樹
薫
物
方
傍
授
之
事

典
害依
尊
命
嘗
家
近
代
令

調
合
之
分
又
所
不
載
秘
方

之
故
{
貫
等
悉
顕
筆
舌
進

覧
之
次
献
瓦
磯
者
子

家
の
風
こ
れ
も
っ
た
へ
て
雲
の
上
に

た
ち
ふ
る
袖
の
さ
そ
に
ほ
は
ま
し

御
返
事

君
と
臣
身
を
あ
は
す
へ
き
年
こ
と
に

ま
つ
匂
ひ
く
る
家
の
風
か
な

御
内
書
被
相
添
之

明
磨
龍
集
時
梅
天
上
涜
日
棉
下

桑
門
宗
空

御
内
書
文
章
如
此
立
文
也

薫
物
方
種
々
惇
授
悦
喜
申
候

殊
御
詠
殊
勝
候
仰
瓦
磯
進

之
候
比
輿
也
敬
白

五
月
十
三
日

龍
期
院
殿

6融7蝕

(」

口
オ
)

(」

口
ウ
)

(
」
日
オ
)

義
者
ノ

8酷

這
方
者
宮
家
累
葉
之
秘

本
也
曽
以
埋
未
出
椀
門
闘

・
橘
重
能
異
他
懇
望
間

横
秋
馳
以
新
儀
口
説
故
賓

等
顕
筆
舌
者
也
呼

鼻
祖
之
尊
慮
可
恐
々々

堅
可
禁
他
見
而
己

在
御
利

、
水
正
第
六
暦
閏
八
月
日
内
相
府

(
一
行
ア
キ
)

今
度
御
調
合
梅
花

春

沈

五
爾
大

丁

一票

貝

-f

甘

二
分

康

二
分
大

員
香
ハ各
ノ
香
ヲ
ヨ
ク
調
へ

白
檀
ハト
ヲ
ク
ニ
ホ
イ
ヲ
ト
ハ
セ

薫
陸
ハ
各
ノ
香
ヨ
ク
物
ニ
ト
、

ム
ル
也
ト

f
然
ハ
沈
丁
癖
ノ

匂
セ
ン
ヨ
ウ
ナ
ル
者
也

(一

行
ア
キ
)

(
」
四
ウ
)

(
」
同
ウ
)

20方
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(
」
四
オ
)
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211i 

荷
葉
E

沈

七里
一昔

甘
一
分

日月

二扇二分

丁

二雨二分

重
一
分四朱

白
一
分=
一朱

熟
欝
金
三
分

安
息
香

一分

(一

行
ア
キ
)

菊
花

秋

沈

二一同

22方14現

貝
三
分

甘

三朱

丁
一
雨

薫
三
朱

康
一
分

右
方
調
合
ノ
後
菊
花
ヲ

ッ
、
ミ
マ
セ
テ
二
夜
ヲ
ヘ
テ
ソ
ノ

花
ヲ
撤
シ
テ
サ
テ
ア
マ
ツ
ラ

ニ
ツ
キ
合
ス
ル
也

(」
却
オ
)

(」
却
ウ
)

23方

(
一
行
ア
キ
)

侍
従

主
院
聞
方
冬

沈

四爾

丁

ニ扇

貝

一雨

甘
一
堂一
一朱

占
唐

一分
三
朱

侍
従
梅
花
ヲ
カ
シ
ウ
カ
ホ
リ

タ
レ
共
タ
キ
物
共
ヲ
ホ
エ
ス

少
ナ
リ
ト
モ
黒
方
ヲ
可

用
也
落
葉

沈

日
一
分

丁

一雨二分

貝
一
雨
二
分

薫
一
分

康
一
一
分

世
ノ
サ
ハ
カ
シ
キ
時
ハ
用
也
タ
ヤ

ス
ク
合
ヘ
カ
ラ
サ
ル
物
ナ
リ
ト

f

調
合
次
第

人
一
沈

15現出方16説17説
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(
」
剖
ウ
)
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七
三
貝
香

六
三
塞
香

五
回
白
檀

四
五
欝
金

三
六
甘
松

一一七
安
息
香

一人
丁
子

如此
タキ物
ヲ
ヒロケテ

ヘラニテ朱
ヲ引
コトクミゾヲ

シテソノ
中
ヘシヤカウヲ

ヘラ
ニテスクイテイツレへそ

入ル也其陸又モ
ト
ノコ
トタ

カキ合テアマツラ一ニテ
一ツクナリ

此
次
第
荷
葉
調
合
次
第
也

残
方
大
鉢
此
旨
ヲ
以
テ
可

相
斗
朱
ヲ以
テ
一
二

ヲ
カ
ク
第

一
口
停
有
之
能
々
調
合
ノ後

ウ
ス
ク
ヒ
ロ
ケ
テ
磨
香
ヲ
サ
ス

ヤ
ウ
以
朱
ス
チ
ヲ
ヒ
ク
其
後

モ
ト
ノ
コ
ト
ク
カ
キ
合
テ
ア
マ
ツ
ラ
ヲ

合
ス
キ
ネ
ノ
数
左
右
ノ
手
ヲ

(
」
辺
ウ
)

(
」
お
オ
)

18説

カ
エ
テ
三
千
キ
ネ
ッ
ク
ヘ
シ

(
一
行
ア
キ
)

薬
種
調
様

一
沈
キ
サ
ミ
テ
木
キ
ネ
ニ
テ

ツ
キ
ク
タ
キ
テ

O

此
目
ノ
セ
イ
分

ナ
ル
フ
ル
イ
ニ
テ
フ
ル
ウ
也

一
丁
子
花
ヲ
ト
リ
テ
コ
ニ
ス
ル
也

フ
ル
ヒ
ハ
キ
可
然
也

一
白
檀
キ
サ
ミ
テ
粉
ニ
ナ
ス

一
貝
香
先
水
ェ
テ
ヨ
ク
洗
テ

灰
入
テ
セ
ン
シ
テ
又
ア
ラ
イ
テ

コ
ソ
ケ
テ
酒
一
夜
ツ
ケ
テ
ホ
シ
テ

ア
マ
ツ
ラ
ニ
テ
イ
リ
テ
又
洗
テ火
ニ

ウ
ツ
ミ
テ
ア
フ
リ
テ
粉
ニ
ス
ヘ
シ

一
甘

松

酒

二

夜
ツ
ケ
テ
シ
ホ

リ
テ
カ
ケ
ホ
シ
ニ
シ
テ
粉
ニ
シ
テ

一
書
香
衣
ニ
ツ
、
ミ
テ
白
水
ニテ

五
六
度
洗
テ
火
ヲ
ヌ
ル
ク

ウ
ツ
ミ
テ
ア
フ
リ
テ
粉
ニ
ス

一
何
ノ薬
種
モ悉
ク粉
ニ
ナ
ス

事
勿
論
也
フ
ル
イ
ハ
丁
子
ノ

(
」

M
ウ
)

(
」
幻
ウ
)
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25説

飾
ニ
同

一
ア
マ
ツ
ラ
セ
ン
ス
ル
ヤ
ウ
石
ナ
ヘ

9酷

ニ
テ
火
ヲ
ヌ
ル
/
¥
ト
ウ
ツ
ミ
テ

ネ
ル
コ
ト
モ
ア
リ
又
湯
煎
ト
テ

茶
境
ノ
物
ト
シ
ユ
カ
ヰ
ナ
ト
ニ

入
テ
ウ
ヘ
ニ
ヒ
サ
ケ
ニ
テ
モ
セ

ン

ス
ル
ナ
リ
堤
ノ
湯
ヲ
カ
ヘ
ラ
カ
シ

前
…
ス
ル
事
モ
ア
リ
ツ
メ
タ
ク

ナ
シ
テ
ハ
シ
ニ
テ
引
ア
ケ
テ
ミ
レ
ハ

三
寸
ハ
カ
リ
ッ
、
ク
尤
可
然
也

(
一
行
ア
キ
)

右
一
冊
者
首
家
累
代
之

秘
方
也
然
処
ニ持
明
院

相
公
御
執
心
懇
切
之
聞

記
之
而
若
草
玉
椿
之

両
方
者
後
白
河
入
道
右
府

企冬
新
調
ム
口
之
秘
説
也

ト
ン
キ
ミ

埋
未
出
椀
門
閥
依
有

別
儀
巨
細
載
之
其
外

口
惇
故
賓
等
悉
以
奉

授
者
也
穴
賢
々々
可
被

(」
お
ウ
)

(」
お
オ
)

10:食

禁
外
見
市
己

中

旬

判

文
亀
三
一
季
秋
九
月
右
大
将

右
方
子
細
見
子
前
奥
書

後
禁
外
見
.
橘
重
能

此
道
之
執
心
懇
望
候

染
禿
筆
相
惇
之
者
也

(
一
行
ア
キ
)

永
正
六
年
冬
十
月
日

左
衛
門
督
藤
末
葉

(
一
行
ア
キ
)

右
口
俸
故
賓
等
道
順
ロ相

停
申
者
也

(
一
行
ア
キ
)
千
石
左
衛
門
尉

天
文
十
五
年
四
月
日
定
弘

(
一
行
ア
キ
)

千
種
加
減

上品

香
附

ド
し

四
周
二
分

ふ
L
V

玉
商

丁

一一雨

且

一雨

薫

一号

(」
幻
オ
)

(」

お
オ
)

11酷

(」
お
ウ
)
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貝

三

分

甘

二分

奮

一分

青
木

ニ朱

4
2

一分

自
匁

二
朱

一
分
イ

ウ
コ
ン

ニ朱

26説

此
両
日
粉
ニ〆
本
ノ
目

五
十
目
ニ
カ
、
ル
蜜
百
廿
目
ヲ

ネ
リ
テ
合
ル
爪
ノ
上
ニ
ヲ
キ

(」
幻
ウ
)

露
ノ
タ
ラ
ヌ
ホ
ト
ネ
ル
ナ
リ

ス
ミ

一
分
右
各
四
分
一
合
テ

粉
二
爾
二
分
ア
リ
是
ニ蜜

三
雨
一
分
二
朱
入
也
四
雨

カ
イ
可
然
候

(
一
行
ア
キ
)

(」
お
オ
)

(
」
お
ウ
)

(
」
聖
霊
)
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